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1．はじめに
　本校は，岡山県の南部に位置し，瀬戸内海に
面した玉野市に昭和 32 年，岡山県で初めての
市立商業高校として創立された。これまでに 1
万 2千名以上の卒業生を輩出し，平成 29 年度
に創立 60 周年を迎えた。「地域に愛され，地域
に根ざし，地域に貢献する学校」として歩んで
きた市立高校である。平成 30 年度に「玉野市
立玉野商工高等学校」に校名を改め，従来のビ
ジネス情報科（定員 120 名）に加え，機械科（定
員 40 名）を設置し，「誇り Pride」，「ゆとり
Placidity」，「粘り Perseverance」の校訓のもと，
新たに歩みを始めた。

目的がある。玉野に住み，玉野で活躍し，玉野
を活性化する人材の育成に関わる取組を報告す
る。
2．機械科新設の背景
　造船業を基幹としたものづくりのまちとして
発展してきた玉野市だが，近年は人口減少が続
いていた。特に市内には工業系高校を志望する
中学生が進学できる全日制高校がなく，中学生
の多くは市外へ進学し，卒業後もそのまま市外
で就職，進学するケースが多かった。若者の流
出を防ぎ，市を活性化させる取組の一つとして
地方創生の視点にたった教育の推進が求められ
た。「地域に貢献し，活性化に寄与しようとす
る人材を育成する学校教育への転換」，「学校だ
けでなく地域や市内企業が主体的にこれからの
社会で活躍する人材を育成する産学官連携の体
制づくり」が必要と考えられた。具体的な施策
として，これまでも地元から多くの要望が寄せ
られていた「ものづくりを担う人材の育成」を
目的とした市立高校への工業系学科の設置が検
討されていた。しかし，市の財政的な厳しさか
ら長年の課題となっていた。このような状況の
中，三井 E＆ Sから創業 100 年の節目に資金
面を含めた支援の提案があったことをきっかけ
に，産学官協働で工業系学科の新設（後に機械
科と決定）が進められた。

3．地元企業の協力と企業構内での実習授業
　三井 E＆ Sから地域貢献（寄付等）の提案

地域を学びのフィールドにした技術伝承と人材育成
―ものづくりのまちを元気に―

玉野市立玉野商工高等学校長　田村　繁樹

図1　瀬戸内海に面した玉野市

　玉野市は大正 6年に旧三井造船株式会社（現
在の三井 E＆ Sホールディングス，以下「三
井 E＆ S」）が創業以来，造船業を中心に発展
してきた。三井 E＆ Sには 50 社を超える取引
先などの協力会社があり，「玉野協力会」とし
て地域のものづくりを支えている。機械科新設
の背景には，ものづくりを担う人材を育成する
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功績は先輩から伝わり，その成果は地元に報道
され，本学科には大工希望者が集まることにな
る。コンペや技能士のポイントが加算され，近
年ジュニアマイスター顕彰の授彰者も増え，自
らを高める意識が周囲に良い影響を与えている。

10．多職種の技能士の育成

　技能士希望者が増加し，同意する保護者も増
えている。後継者不足である企業により，職業
能力開発協会主催の技能講習会を 1，2年を対
象に「建築大工」以外に「左官」「塗装」を行い，
さらに「鉄筋工」「鳶」「型枠大工」も企業の努力
により実施できた（写真 7）。職人から直接指
導を受けた生徒は，賃金などの雇用形態の違い
や福利厚生などの説明を受け，ミスマッチ防止
のため長期休業中に就業体験をする。成績の格

の性格や特徴，成績に応じた職種を紹介できる
こと。生徒の多様な進路希望に応じられる進路
先をもち，早い段階で説明とマッチングを施す
ことで，設計士から技能士まで選択の幅を広げ，
卒業生全員が希望の職種に就職が可能になっ
た。その影響から，今年度の本学科入学生徒は，
ついに 100％建築志望となった。

11．おわりに

　生徒や地域の期待に応えられる体制を作るた
めには時間も労力もかかる。平成 18 年，本学
科として思い描いた目標に近づけるまで実に
10 余年を要した。

図2　技能士検定実績

図3　JM顕彰授彰記録

写真7　左官実習

図4　H 18年度に思い描いた目標

かった。ひたむきで
従順で懸命に練習す
る生徒は，初年度か
ら建築大工技能士検
定 3級に受験者全員
が合格した。現在ま
で 3級は全員，2級
も4名が現役合格し，

差はあっても就職に影
響がないことを示し，
生徒自ら希望し決断し
た進路では，辞めない
確率が高く向上心も育
つ。学力差が大きい本
学科でも，生徒の個々

　過疎で悩む地域では，専門学科は地域から応
援されることが大切である。地域と協力，連携
しながら，生徒の喜びだけでなく，企業の喜び
も互いに分かち合える教員を育てていくことが
重要なのである。
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　さらに，企業 OBの元技術者が現場で培って
きた経験や技術を直接高校生に指導できる体制
作りを進めた。企業の協力で指導者を紹介して
いただくとともに，特別非常勤講師として玉野
市教育委員会に登録できることなどをアナウン
スしていただいた。初年度である今年度は，三
井 E＆ Sの OB 2 名が特別非常勤講師として生
徒の指導にあたっている。
　また，三井 E＆ S以外の市内企業での実習
授業にもご協力いただいている。事業所内への

　4月から 8月の間は，技能研修センターで三
井 E＆ Sの新入社員の技能研修が実施されて
いるため，溶接・溶断，手仕上げ実習について
は施設の使用制限がある。研修期間中は施設の
使用制限を受けない内容である機械検査（マイ
クロメータなど基本的な測定器の取り扱いが中
心）について学んだ。

図2　三井E＆S技能研修センター

図3　三井E＆S構内に新設された機械実習場

表1　平成30年度1年生の実習授業一覧

図4　機械検査で測定器の説明を聞く生徒

があった後，玉野市と三井 E＆ Sとの間で寄
付の使途について具体的に話し合いが進み，工
業系学科の新設にかかる寄付について企業版ふ
るさと納税制度を活用すること，三井 E＆ S

敷地内にある新人研修に使用している技能研修
センターを高校生が利用できること，敷地内に
高校生専用の機械実習施設を新たに建設するこ
となどを決定し，各学年週 1日，企業構内の施
設や設備を活用した実習授業の実施が可能にな
った。

定期的な生徒の受け入れが可能な企業とは，「機
械科の実習授業の実施等に関する基本協定書」
をとりかわしている。
　このように，地域を学びのフィールドにして，
高い技術力の修得と職業人としての資質能力を
育成するという取組が産学官協働で行われてい
るのが大きな特徴である。次の⑴，⑵に平成 30
年度時点で協定を結んでいる 2事業所での実習
授業を紹介する。
⑴　三井 E＆ Sでの実習授業
　1年生のみ在籍の平成 30 年度は毎週火曜日
を実習日として表 1に示す通りの内容で科目「工
業技術基礎（4単位）」を実施している。
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⑵　株式会社宮原製作所での実習授業
　宮原製作所（創業大正 13 年）は，コンテナ
船やばら積み貨物船に使用されるディーゼルエ

　今年度は，機械検査実習で基本的な測定方法
を学んだ後の実践的な学習として，船のエンジ
ンに使用される部品「エアシリンダー」の寸法
を測定した。設計図を参考に，寸法公差や幾何
公差を読み取りながら，測定箇所の形状や大き
さに合わせた測定器を選択しての測定実習とな
った。生徒は，ノギス，内径・外径マイクロメ
ータ，シリンダゲージ，ダイヤルゲージをエア
シリンダーにあてがって測定しようとするが，
固定や数値の読取がうまくできず，社員の方か
ら適切なアドバイスを受けた。

ンジンの心臓部であるピストン，排気弁等を製
作している機械加工，組立に高い技術力を有す
る玉野市内の企業である。宮原製作所では，表
2に示す通りの内容で授業を計画している。

図5　溶断実習で企業OBの指導を受ける生徒

図6　旋盤実習で企業OBの指導を受ける生徒

表2　宮原製作所での実習授業一覧

図7　宮原製作所での測定実習と工場見学

　9月からは，旋盤加工，溶接・溶断，エンジ
ン，手仕上げの 4つの実習ショップに分かれて，
各ショップ 4週（16 時間）のローテーション
を組んで学んでいる。他の学校でも多く実施さ
れている内容であるが，企業 OB等の直接指導
を受けられること，工場見学を行うことで，加
工方法や理論について自分たちの学習内容と関
連づけて学習できることが大きなメリットであ
る。溶接・溶断実習と旋盤加工実習では，それ
ぞれ 1名の企業 OBが特別非常勤講師として生
徒に技術指導している。特別非常勤講師の指導
は，今学んでいる技術が製造工程のどの部分に
関係しているのか，技術を習得して身につける
ためにはどの程度の期間が必要かなど，非常に
具体的な指導であるとともに，製品のサプライ
チェーンに精通しているからこそできる指導で
ある。実践的で，即戦力を育成するための指導
と言える。

　また，2年生からは材料試験実習（火花試験，
金属組織観察等）を宮原製作所の構内で実施す
る予定である。
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4．ビジネス情報科との連携について
　工業科と商業科を設置している学校として，
両科の学習内容を生かして協働するなど他校に
ない特色ある教育活動を計画している。互いの
素晴らしい部分である「ひとづくり」と「もの
づくり」を組み合わせながら，機械科では販売
を視野に入れてものづくりができる人材を，ビ
ジネス情報科では製造現場や加工方法を知った
上で商品の魅力をアピールできる人材を育成し
ていきたいと考えている。
　具体的には，3年生で設定している課題研究
では，学科の枠を越えて調査研究や課題解決学
習に取り組む予定である。校内には，3 D加工
機（3 Dプリンター，立体物に印刷できるプリ
ンター，レーザー加工機，小型 MC）を設置し
ている。カリキュラムの関係で今年度は，機械
工作部に所属している生徒が意欲的に学んだだ
けであるが，機械科の生徒は，2年時の実習シ
ョップ「造形実習」で操作方法を学ぶ。専用ア
プリケーションソフトの使用方法を習得すれば
ものづくりが可能となるので，ビジネス情報科
と機械科の生徒が主体的にアイデアを出し合う
ことを期待している。

　今年度は 1年生の相互授業見学を実施した。
1年生の時期に両科の生徒がお互いの学習内容
を知ることが，想像力豊かに協働して学習する
ためのスタート地点となることを期待している。

図8　3 D加工機の操作説明を聞く生徒

図10　エンジン実習を見学する商業科の生徒

図11　ビジネス基礎を見学する機械科の生徒

図9　地域のイベント出店の様子

5．おわりに
　本校は市立高等学校として地域に貢献し，活
性化に寄与しようとする人材を育成する使命が
ある。校名変更，機械科新設を機会に地域資源
をどのように教育資源にしていくか，という視
点で考えた取組が今回の報告内容である。今後
も，地域の様々な立場の方々と意見と情報を交
換し，地域の資源を活かしながら地域と生徒の
ための教育を展開していきたい。

　また，従来からビジネス情報科が取り組んで
いる地域のイベントへの出店や運営スタッフと
しての活動に機械科の生徒も参加し，見聞を広
める機会としたい。地域の特産物を活かした商
品開発，販売方法，ビジネスプラン，ツアープ
ランなどの商業的な視点を学ぶとともに，商品
を生徒が企画，デザイン，製造，販売まで行う
など活動の幅を広げていきたいと考えている。
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